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耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
た
め
、
全
国
に
設
置
さ
れ
た

団
体
。
本
町
も
「
耕
作
放
棄
地
解
消
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
平
成
21
年
２
月
に
設
置
し
た
。

　
協
議
会
の
会
員
は
、
西
原
町
・
商
工
会
・
農
業
委
員
会
・

琉
球
大
学
農
学
部
・
沖
縄
県
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
・
沖
縄
協
同
青
果
㈱
・
J
A
中
部
地
区
営
農
セ
ン

タ
ー
・
町
さ
と
う
き
び
生
産
組
合
・
J
A
西
原
支
店
（
野

菜
部
・
花
き
部
・
女
性
部
・
町
生
活
研
究
会
、
西
原
フ
ァ
ー

ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
は
、
国
の
耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
緊
急
対
策
交
付
金
（
補
助
率
３
分
の
２
）
を
活
用
し
、

１
億
９
０
０
万
円
を
沖
縄
県
協
議
会
か
ら
受
け
入
れ
、
取

組
主
体
（
J
A
・
西
原
フ
ァ
ー
ム
・
農
業
者
）
に
交
付
し

て
い
る
。

　
国
の
政
策
で
あ
る「
耕
作
放
棄
地
を
解
消
」を
す
る
べ
く
、平
成
23
年
11
月
に
設
立
し
た
、株
式
会
社
農
業
生
産
法

人
西
原
フ
ァ
ー
ム（
以
下「
西
原
フ
ァ
ー
ム
」と
い
う
。）が
経
営
破
た
ん
寸
前
に
陥
っ
た
。西
原
町
耕
作
放
棄
地
解
消

対
策
協
議
会（
以
下「
協
議
会
」と
い
う
。）は
、西
原
フ
ァ
ー
ム
に
対
し
、耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
事
業
推
進
資
金
貸

付
金（
以
下「
貸
付
金
」と
い
う
。）と
し
て
、平
成
24
年
12
月
６
日
に
、３
，０
０
０
万
円
を
貸
し
付
け
て
い
た
。

　
こ
の
貸
付
金
３
，０
０
０
万
円
は
、同
年
11
月
に
西
原
町
か
ら
協
議
会
へ
交
付
さ
れ
た
補
助
金
で
あ
る
。

　
売
り
上
げ
は
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

【
支
出
面
】

①
耕
作
放
棄
地
緊
急
対
策
事
業
（
国
の
交
付
金
事
業
）
の

　
３
分
の
１
を
負
担
し
た
。（
３
，
０
１
５
万
円
）

②
農
地
賃
借
料
。（
１
７
０
万
円
／
年
）

③
新
規
就
農
者
（
延
べ
29
名
）
の
確
保
や
支
援
に
対
す
る

　
人
件
費
。

　
設
立
当
初
、
運
転
資
金
を
借
り
入
れ
る
た
め
に
、
国
の

６
次
産
業
化
事
業
の
認
定
を
受
け
て
、
沖
縄
振
興
開
発
金

融
公
庫
や
J
A
等
と
交
渉
を
重
ね
た
が
、
保
証
人
な
し
で

は
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
当
時
、
冬
春

期
の
農
業
生
産
に
む
け
て
、
早
急
に
運
転
資
金
の
確
保
が

必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
24
年
11
月
に
西
原
町
よ
り
西

原
町
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
協
議
会
へ
、
３
，
０
０
０
万

円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
。
同
年
12
月
に
協
議
会
か
ら

運
転
資
金
と
し
て
３
，
０
０
０
万
円
を
借
入
れ
た
。

　
償
還
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
３
月
か
ら
、
年
３
，

０
０
０
万
円
を
10
年
間
で
返
済
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

た
が
農
業
生
産
で
年
間
３
０
０
万
円
の
純
利
益
を
確
保

す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
か
な
り
厳
し
い
状

況
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
（
五
期
目
）
決
算
時
に
は
、

資
本
金
３
０
０
万
円
、
協
議
会
借
入
金
３
，
０
０
０
万

円
を
使
い
切
り
、
今
年
６
月
時
点
は
、
役
員
か
ら
の
借

入
れ
金
（
２
７
０
万
円
）
で
運
営
し
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
の
状
況
で
の
経
営
存
続
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
西
原
フ
ァ
ー
ム
よ
り
債
務

免
除
願
い
が
協
議
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
構

成
団
体
で
あ
る
、
西
原
町
・
沖
縄
県
農
協
協
同
組
合
及

び
西
原
フ
ァ
ー
ム
の
３
者
で
経
営
改
善
計
画
見
直
し
の

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
現
状
況
下
で
は
見
直
し
後
の
経
営
改
善
計

画
を
進
め
る
事
も
厳
し
い
と
判
断
。
ま
た
、「
貸
付
金
の

債
権
を
回
収
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
」、「
貸
付

金
の
使
途
が
公
益
的
支
出
と
し
て
耕
作
放
棄
地
緊
急
対

策
事
業
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
」、
さ
ら
に
は
、「
事
業
で

整
備
し
た
農
地
等
は
、
そ
の
多
く
を
新
規
就
農
者
に
移

譲
し
た
こ
と
が
農
業
者
支
援
と
捉
え
る
事
が
出
来
る
こ

と
」
を
加
味
し
て
、
債
権
放
棄
後
、
新
た
な
経
営
改
善

計
画
に
基
づ
き
再
建
の
見
込
み
が
あ
る
と
判
断
し
、
協

議
会
は
、
債
権
放
棄
の
決
定
を
下
し
た
。

【
主
な
再
建
計
画
】

（
１
）
社
員
１
名
、
パ
ー
ト
３
名
の
人
員
整
理
。

（
２
）
赤
字
と
な
っ
て
い
る
「
ゆ
ん
た
く
家
・
に
し
は
ら
」    

　     

の
閉
店

（
３
）
J
A
お
き
な
わ
の
支
援

　
　  

①
３
名
の
支
援
チ
ー
ム
員
の
派
遣

          （
平
成
29
年
５
月
よ
り
）

　
　  

②
運
転
資
金
支
援
（
１
，
０
０
０
万
円
の
枠
）

　
以
上
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
概
要
で
あ
る
。

（
次
回
号
に
つ
づ
く
）

西
原
フ
ァ
ー
ム
の
事
業
実
績

資
金
繰
り
の
状
況

耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
協
議
会

い
っ
た
い
何
を
す
る
と
こ
ろ
？

　
西
原
町
の
遊
休
化
し
た
耕
作
放
棄
地
約
15
万
坪
を
開
拓

し
、
農
地
と
し
て
再
生
さ
せ
る
た
め
に
、
ま
ず
農
地
を
借

り
入
れ
る
た
め
の
受
け
皿
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
協

議
会
が
中
心
と
な
り
、
農
地
集
積
を
役
割
と
し
た
農
業
生

産
法
人
を
設
立
す
る
事
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
、「
株
式
会

社
農
業
生
産
法
人
西
原
フ
ァ
ー
ム
」（
平
成
23
年
11
月
）

で
あ
る
。

①
再
生
し
た
耕
作
放
棄
地…

約
２
万
８
千
坪

　
直
営
農
場…

１
万
坪
、

　
新
規
就
農
者
へ
移
譲
し
た
農
場…

１
万
７
千
坪

②
農
業
用
施
設
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
）
の
導
入
３
千
３
百

　
坪
（
10
ヶ
所
）

西
原
フ
ァ
ー
ム
設
立
の
経
緯

　
直
営
ハ
ウ
ス
１
千
２
百
坪…

（
３
ヶ
所
）

　
新
規
就
農
者
移
譲
ハ
ウ
ス…

２
千
百
坪
（
７
ヶ
所
）

③
新
規
就
農
者
の
育
成
及
び
支
援…

延
べ
29
名
を
育
成
　

　（
内
：
16
名
が
現
在
も
就
農
）

④
町
特
産
品
の
開
発…

シ
マ
ナ―

サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー

　
シ
マ
ナ
ー
そ
ば
麺
、
ニ
ガ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
等

⑤
再
生
農
地
で
の
親
子
収
穫
体
験
実
施
。
学
校
給
食
へ
の

　
食
材
提
供
等
の
食
育
活
動

　　
当
初
、
借
り
受
け
た
耕
作
放
棄
地
を
国
の
交
付
金
事
業

を
活
用
し
て
再
生
さ
せ
て
、
西
原
フ
ァ
ー
ム
が
耕
作
す
る

直
営
農
地
と
農
作
業
委
託
者
に
耕
作
を
委
託
す
る
農
地
に

分
け
て
運
営
し
て
き
た
が
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ

て
、
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

【
収
入
面
】

①
農
作
業
委
託
制
度
で
は
、
受
託
者
（
新
規
就
農
者
）
の

　
生
産
物
は
、
西
原
フ
ァ
ー
ム
の
生
産
物
と
し
て
販
売
さ

　
れ
、
そ
の
売
り
上
げ
の
10
％
が
管
理
手
数
料
と
し
て
、

　
西
原
フ
ァ
ー
ム
に
入
り
、
国
の
交
付
金
事
業
の
３
分
の

　
１
の
自
己
負
担
分
と
土
地
の
賃
借
料
に
充
て
ら
れ
る
形

　
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
受
託
者
の
経
営
が
安
定
せ

　
ず
、
管
理
手
数
料
収
入
が
少
額
で
あ
っ
た
。

②
新
規
就
農
希
望
者
が
計
画
通
り
集
ま
ら
ず
、
西
原

　
フ
ァ
ー
ム
の
直
営
農
場
が
大
き
く
な
り
、
農
産
物
の
管

　
理
作
業
に
手
が
回
ら
な
く
な
っ
た
。

③
直
営
農
場
も
元
は
放
棄
地
で
あ
っ
た
た
め
、
土
づ
く
り

　
ま
で
に
、
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
た
め
、
農
産
物
の

貸
付
金
3
，0
0
0
万
円
を
放
棄

「
西
原
町
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
協
議
会
」
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な
ぜ
、経
営
危
機
に
？

西
原
フ
ァ
ー
ム
債
務
免
除
の
提
出

協
議
会
債
権
放
棄
を
決
定
へ

耕作放棄地再生利用緊急対策事業推進資金（3,000万円）の流れ

西原町 町耕作放棄地

農業者（農家）

（株）農業生産法人
①補助金 ②貸付

③返済④基金として積み立てる

⑤農業者（農家）への支援
※債権放棄により「③返済」がなく
なったことで、当初予定していた
「④基金積立」、「⑤農業者支援」が
できなくなりました。

①西原町から協議会への補助金
②協議会から西原ファームへ貸付
③西原ファームから協議会へ返済　
　　
④農業者（農家）への支援対策のため基金として積み立てる。
　　
⑤農業者（農家）への支援（高齢者、新規就農者、既存農家等）


